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１．依頼事項

病床機能の転換（変更）を行う病院・有床診療所については、病床機能報告の報告内容
と齟齬がないか確認を行うとともに、必要に応じ、地域医療構想調整会議における協議へ
の参加を求める場合があることから、事前にご連絡いただくようお願いします。

２．参考
※医療法（昭和23年法律第205号）（抄）
第三十条の十三 病院又は診療所であつて一般病床又は療養病床を有するもの（以下「病床機能報告対
象病院等」という。）の管理者は、地域における病床の機能の分化及び連携の推進のため、厚生労働
省令で定めるところにより、当該病床機能報告対象病院等の病床の機能に応じ厚生労働省令で定める
区分（以下「病床の機能区分」という。）に従い、次に掲げる事項を当該病床機能報告対象病院等の
所在地の都道府県知事に報告しなければならない。
一・二・三・四（略）

２・３・4 （略）
５ 都道府県知事は、病床機能報告対象病院等の管理者が第一項若しくは第二項の規定による報告を
せず、又は虚偽の報告をしたときは、期間を定めて、当該病床機能報告対象病院等の開設者に対し、
当該管理者をしてその報告を行わせ、又はその報告の内容を是正させることを命ずることができる。
６ 都道府県知事は、前項の規定による命令をした場合において、その命令を受けた病床機能報告対
象病院等の開設者がこれに従わなかったときは、その旨を公表することができる。
第七十五条の三 第三十条の十三第五項の規定による命令に違反した者は、三十万円以下の過料に処す
る。


